
(R)第4号 ASAHI UNIVERSとTY NEWS LことTTと]R 1999年8月 1日

衛
翔
）一

日

　

　

抹t呵

謀務

壌

総

１

集

一難
一御

4

ASAHI U＼ TIVERSITY NEヽ WS IッETTER

こ
の
笈
の
認
可
坤
講
は
、普
成

９
年
２
月
の
文
都
省
決
定
に
不

さ
れ
た
臨
時
的
定
長
の
茎
榜
予

定
の
終
期
（平
成
■
年
度
）の
妊

長
と
そ
の
定
葉
の
歳
緒
的
削
減

及
び
権
常
的
な
入
学
定
員
へ
の

振
り
替
え
の
方
針
に
沿
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、ヽ本

学
拒
お
い
て

は
来
年
度
か
ら
各
学
科
の
臨
特

陥
定
員
を
平
成
馬
年
度
ま
で
に

毎
年
茂
ｌ
袈
ず
今
計
る
割
の
人

員
を
削
減
す
る
ｃ
（別
表
参
照
）

ま
た
、平

成
爵
年
度
ま
で
に

層
定
員
の
残
る
５
割
の
人
員
を

恒
一営
的
な
・Λ
野
冠
０員
に
振
り
替

え
る
定
景
増
が
認
め
ら
れ
て
い

日
の
急
増
と
大
学
等
進
学
率
の

上
昇
と
で
２
島
等
教
育
の
環
境

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
五
万

人
規
模
の
入
学
定
員
の
増
加
が

全
国
の
大
学
、短
人
″倅
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、こ
の
間
私
立

大
学
の
約
６２
％
、夕争
立
短
大
の
約

５３
％
が
臨
時
的
定
員
を
設
定
し
、

そ
の
人
員
は
望
に
日
・公
立
を
含

め
た
周
定
員
全
体
の
９
割
に
達

し
た
。

私
立
大
学
、短
大
は
、臨
時
約

イ身
各
只
の
収
容
に
必
要
な
教
員
組

織
、施
設
、設
備
の
拡
充
を
区
る

と
Ｌ
も
に
経
営
基
盤
の
安
定
に

歩
め
、テ〕の
政
策
の
重
要
な
役
割

を
呆
た
し
て
き
た
。

臨
時
的
定
員
撤
、ウ単の
度
の
文

郡
省
の
方
針
に
よ
り
そ
の
期
間

を
平
成
１６
空
皮
ま
で
延
長
し
そ

の
使
〈ダ
空
な

え
ま
う

こヽ
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
発
歳
人
囲

が
急
激
に
減
少
し
大́
学
会
入
時

代
の
到
来
と
言
わ
れ
て
い
る
現

在
、鶴
時
的
定
員
の
解
消
が
進

む
と
悧
時
に
、い

ま
ま
で
拡
充
τ

た
施
設
、設

佛
を
抱
え
る
私
立

大
学
、短
大
は
そ
の
生
き
残
り

を
賭
け
、

認
め
ら
れ
た
恒
常
的

定
員
へ
の
振
り
替
え
枠

（臨
轄

的
定
員
の
５
観
の
人
員
）
を
有

効
に
努

た
学
生
確
保
の
た
め
の

方
策
を
打
ち
迅
そ
う
と
し
て
い

る
ｃ

(男増表 )

…
…
平
成
１６
年
度
ま
で
毎
年
１
割
削
減
―
‥

本
学
燃
、法
学
部
と
経
営
学
部
の
、今
年
度
ま
で
文
部
省
か
ら
認
可
を
受
け
で
い
る
臨
時
的
定

員
（期
間
を
行
し
て
増
加
す
る
入
幕輩
暮
辱
法
学
科
≧
Ｏ
Ｏ
入
、経
営
学
科
ｉ
０
０
人
、

′‐〓襲
避
雪
理

学
科
測
人
を
、ギ
威
乾
年
度
か
ら
平
成
発
年
度
ま
で
に
段
階
齢
に
削
減
す
る
同
一様
貝
の
廷
長
計
画

を
決
め
、
６
月
理
事
会
で
こ
れ
を
承
認
し
、ン尊の
７
月
末
文
部
省
に
認
町
攀
叢
孝
痔
う
た
。

る
こ
Ｌ
か
ら
、

今
後
各
学
科
の

恒
常
釣
定
員
の

増
加
等
の
検
討

を
行
い
、改
め
て

認
可
中
一げ
ぜ
行

つヽ
一転と
と
な
る
。

群
　
　
昭
和
仇
年
度

策

か
ら
盆
森
笹
０
れ

納

た
臨
時
的
楚
買

藝

撤
、大
学
及
び

繭

一級
大
の
入
学
筵

鵡

曇

癌

観

浄

増
や
し
そ
の
収

ぐ

容
力
を
上
げ
る

ω

こ
と
で
離
歳
八

法学部/経雷学部学懇 `学イを
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①
高
校
野
球

の
暴
大
会
を

既
ｒ
ぐ
み
た
．

技
術
的
に
は

軸
劣
で
も
全

力
で
ひ
た
む
き
た
プ
レ
ー

す
る
球
児
達
の
姿
は
見
る

者
の
駒
を
打
つ
。あ
る
チ
ー

ム
の
二
塁
手
に
注
置
し
て

い
た
。彼
は

一
イ
一ラ

グ
に

立
て
続
け
に
３
個
の
と
フ

ー
を
犯
し
、萎
縮
し
て
い
た
。

敵
方
の
容
赦
な
い
野
次
が

飛
ぶ
ｃ

次
の
回
、味

方
が
チ
ャ
ン

ス
を
迎
え
た
Ｌ
こ
ろ
で
彼

に
打
常
が
回
っ
て
来
た
。は

た
電
に
も
分
か
る
種
オ
ド

オ
ド
し
て
い
る
。振
れ
、振

ら
な
け
れ
ば
君
は

一
生
負

け
大
だ
ぞ
。
願
い
が
届
い

た
ｃ
打
球
は
鋭
ｒ
フ
イ
ナ

ー
と
な
っ
て
右
中
間
を
抜

け
て
行
っ
た
。彼
は
二
塁
べ

―
ス
上
で
控
え
日
に
、だ
が

誇
ら
し
げ
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
を
取
つ
た
っ
ベ
ン
チ
に
向

か
っ
て
頭
を
下
げ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
代
え
ず
に
使
っ

て
く
れ
た
監
督
さ
ん
に
で

あ
る
。そ
の
後
、彼
は
手
フ

ー
を
し
な
く
な
っ
た
ｃ婦

り
道
、若
い
人
達
の
育
て
方

を
考
え
て
い
た
っ
西
日
が

暑
か
っ
た
っ

はなみずき



1999年 8月 1日 ASAHI UNIVERSTTY NEWS Iフ ETTER 鋒4号 (2)

入
学
の
特
期
年
２
回

外
用
人
序
零
宰
）な
秀
受
け
入
れ

の
円
滑
化
及
び
大
学
へ
つ
入
学

機
会
の
夜
教
用
化
任
対
本
す
る

た
め
、秋
季
入
学
制
度
を
導
入

す
る
＞
」と
と
し
、学

年
の
途
中

住
お
い
て
年
期
の
区
分
堡
心
じ
て

，（
字
で
き
る
こ
と
と
し
た
っ

編
入
学
者
の
拡
大

学
修
瑯
約
の
明
確
な
者
を
編

入
学
生
を
し
て
受
け
入
れ
本
大

学
の
活
性
化
を
図
り
、ま

た
、地

域
贅

本と
密
落
う
た
一量

十教
育

機
霜
と
し
て
そ
の
発
展
をに貢
献

す
る
た
め
、経

営
学
部
及
び
法

学
部
の
第
３
年
次
無
編
入
学
で

き
る
姑
象
を
短
大
・高
等
専
用

学
校
を
卒
業
し
た
者
姪
施
え
て

専
修
学
校
の
専
斎
課
社
の
修
了

者
雑
も
開
放
す
る
こ
と
と
し
た

な
お
、せ
象
と
す
る
専
開
学

校
生
は
修
業
年
眼
が
２
年
以
上

で
、か
つ
、謀
程
の
修
了
に
必
要

な
総
時
間
数
が
と
、
７
０
０
時

間
以
に
の
暮
陶
課
社
を
修
了
し

た
者
と
み
っ
て
い
る
。

保
護
人
は
１
名

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
促
進
す
る
た
め
、在
学
保
証

書
に
署
名
を
求
め
る
保
証
人
の

人
員
を
現
行
２
名
か
ら
と
名
に

改
め
る
こ
と
と
し
た
。

副
学
長
を
置
く

朝
層
大
学
学
長
等
選
征
規
程

に
定
め
る
副
学
長
を
本
・大
学
学

期
に
戦
員
と
し
て
規
定
す
る
こ

と
Ｌ
し
、併

せ
て
関
係
条
文
を

整
理
す
る
予
一と
と
し
た
。

全
学
纏
織
の
整
備

本
大
学
の
組
織
運
営
終
組
の

整
備
を
図
る
た
め
、総
合
審
議

会
の
構
成
長
た
醜
学
長
及
び
大

学
院
研
究
科
員
を
加
え
る
と
共

に
、審
議
事
面
の
精
選
を
図
る
こ

と

と
し

た
。

科
計
等
履
修
生
の
入
学
金

科
層
等
・履
修
生
の
入
学
金
な

履
修
期
間
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

て
い
た
が
、こ
れ
を
改
め
履
惨
期

間
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
の
額

（１
０
、
◇
Ｏ
Ｏ
出
）と
す
る
こ

と
と
し
た
。

本
学
経
営
学
部
、大
学
院
経

営
学
研
究
科
の
福
地
祭
生
教
授

（６７
）が
、
７
月
８
日
、平
成
■
年

度
外
務
大
圧
表
彰
を
受
賞
し
、

同
題
公
務
省
飯
倉
会
館
に
お
い

て
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
賞
は
、同
教
授
が
昭
和

彼
年
か
ら
平
成
Ю
年
ま
で
の
乾

年
間
に
２．
回
に
お
よ
ぶ
メ
キ
シ

ヨ
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
厨纂生狭授†語地

際
協
力
事
業
国
（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の

専
閣
家
派
遣
を
通
じ
て
、メ
キ

ン
コ
で
の
中
小
企
業
振
興
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
経
済
モ
デ
ル
分

析
等
で
両
国
の
経
済
開
発
に
尽

力
し
、現
在
で
は
国
際
腸
力
事

業
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
闊
別
援

助
研
究
会
の
座
長
を
務
め
、周

２
０
０
０
年

度

人
試

に

向
け
て
の
本
学
主
催
の
入
試

説
明
会
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し

た
。６

月
秘
目
（月
）の
胴
崎
市

で
の
説
明
会
を
皮
切
り
に
、

岐
阜
、周
曲
、荷

需由
、金
沢
、名

古
屋
、大
阪
、

彦
根
、
津
、

京

都
、
浜
松
、新
潟
の
順
に
、
７

月
８
日
（本
）ま

で
、全

国
１２

ヶ
斑
で
行
わ
れ
、一理
守
学
校
か

ら
の
臨
席
者

は
１
５
７
校
、

１
６
４
名
で
あ
っ
た
ｃ

本
学
か
ら
は
学
長
、

副
学

長
、

学
部
長
、入
試
委
員
長

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に

基
か
け
、懸

命
在
募
集
活
動

を
行
い
、ど
の
会
場
に
お
い
て

も
大
き
な
手
応
え
が
感
じ
ら

れ
た
っこ
れ
ら
の
成
果
が
志

願
者
数
に
現
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
◇

目
の
経
済
後
興
に
寄
与
し
た
こ

と
、ま
た
、錮
逮
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
経
湊
委
員
会
、国
連
工
業
開

発
機
構
等
層
際
機
関
の
教
々
の

委
員
を
矮
径
す
る
な
ど
、わ
が

目
の
国
際
技
術
協
力
の
推
進
へ
の

多
大
な
貢
献
と
そ
の
め
ざ
ま
し

い
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
。

本
大
学
の
大
学
取
革
の
推
逢
を
囲
る
た
め
、〈
フ
園
入
試
制
度
の
改
革
、金
学
組

織
の
運
営
体
制
の
整
儀
が
行
わ
れ
た
が
、こ
れ
を
学
則
上
に
明
記
す
る
こ
と
で
、

学
則
改
正
が
行
わ
れ
、平
成
頂
年
６
月
重
騒
か
ら
施
行
さ
れ
た
。主
な
改
正
ぬ

容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

福
地
崇
生
教
授
（経
営
学
部
）に

掛
務
夫
目
喪
彰

名古屋会場 (名古屋ガーデンパレス)に 47名 が参加。

ロ
口
田
困

□

■

□巨
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朝
日
大
学
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校

a

a

箇

資
格
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今

麿
に
お
い
´ゝ

歯
科
待
生
士
は
女

性
の
み
に
認
め
ら
れ
た
資
格
で

あ
る
。ま
た
、高

昧
化
が
進
む
こ

れ
か
ら
の
社
会
で

な
、寝
た
き
り
老

人
の
訪
間
歳
科
診

療
や
保
健
指
導
と

い
っ
た
分
野
に
お
い

て
、薄
科
衛

生
士

の
透
躍
が
ま
す
ま

・す
求
め
ら
れ
る
こ

と
Ｌ
な
る
。

本
大
学
に
併
讃

さ
れ
て
い
る
歯
科

毎
生
千
専
爾
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

が
次
の
と
熔
り
開
催
さ

れ
る
。

一
開
催
日
生．ど
８
月
務
日

本土
）、
９
月
１．
日
（土
）

＊
右
語
の
鶏
穫
で
都
合

が
悪
い
場
合

は
、電

話
連
絡
の
上
希
望
に

心
じ
ま
す
⑫

〔ぬ
容
］０
平
成
１２
年
度

入
試
の
Ｑ
＆
Ａ
　
０
２

年
間
の
学
生
生
活
の
Ｑ

＆
Ａ
　
●
ビ
デ
オ
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介

０
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

●
体
験
学
習
，そ
の
他

フ

レ
ｆ

ノ
血

平
成
１１

年
度
入
試
問
題
、学
校

美
為
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
、記

念
晶

一聞
い
合
わ
せ
先
学

Ｔ

Ｅ

Ｌ

◇
５
８

ｉ

３
２
９
１

１
０
４
１

朝
霞
大
学
歯
科
衛
４
士

専
閣
学
校

厳粛な雰囲気σ)な かで行われる裁櫨式

は
、社
会
◇

一―
ス
に
烙
え
る
た

め
、毎
年
多
数
の
歯
科
衡
生
士

を
養
成
し
、社
会
に
送
り
出
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
２
０
０
③

年
度
の
学
生
募
集
要
項
が
発
表

さ
れ
、将
来
歯
科
医
療
の
場
で
、

ス
が
ン
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
耀
を

希
望
し
て
い
る
女
性
を
広
く
寡

集
し
て
い
る
。

入
試
槻
要
は
、次
の
と
お
り

で
あ
る
。

な
お
、募

集
人
員
は
今
外
で

酷
窮
、試
験
会
場
は
い
ず

れ
も

本
校
Ｌ
な
っ
て
い
る
。

一筆
裏
縫
驚
入
菫

雲
毅
日
一平
成
１１
年
・０
月
拗
自
（上
）

割

験
科
目
韓健
飛
診
断
・面
接
・

適
性
検
査

｛
一
般
推
薦
入
試
Ｉ
】

頴
験
霞
］平
成
長
年
二
月
％
需
⌒火
）

平
成
皿
年
度
後
学
期

科
目
等
履
修
生
の
募
集

社
会
人
な
ど
本
≧
あ
学
生
以

外
の
人
が
本
学
の
南
設
す
る
授

業
科
漂
の
一
部
を
履
修
し
、単

位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

君

屋
等
履
修
生
この
後
学
蒻
募

集
が
開
始
さ
れ
た
。

翼
．昔努
榮
人
箪興

経
営
長
急
甘
始
名

情
報
管
理
学
科
一
Ю
名

法
学
科
一鯰
名

教
職
謀
程
【着
手
名

２
】臨

履
貌
閥

経
営
学
部
教
育
方
法
研
究
会
開
催
さ
れ
る

７
月
７
潮
（水
）の
文
字
通
り

七
夕
の
午
後
、経

営
学
部
に
お
い

て
第
１
回
目
の
教
育
方
法
研
究

証

験
科
目
尋適
性
検
査
・小
論

文
（６
０
０
字
以
内
▼
面
接
・健

康
診
断

中そ
の
他
準社
会
人
も
可

τ

般
推
斎
入
試
巨
一

訳
験
屋
平
販
姥
年
１
月
２２
良
こ

試
験
稗
霞
空

般
推
薦
こ
と
同
じ

一そ
の
他
一社
会
入
も
可

（
一
般
入
試
〕

［試
験
霞
〕平
成
立
年
盆
月
２２
日
（火
）

霰

験
科
霞
中国
講
Ｉ
（古
文
・漢

文
を
除
く
▼
英
語
Ｉ
・適
性
検

企
・面
接
・健
康
診
断

８
角
郷
層
官
こ
～
８
月
詢
日
（月
）

３
．韓警
考
方
垂
〔

書
類
審
全
τ
面
接
に
よ
る
総

合
判
定

４
】試

験
日

９
月
１
君
（本
）

・４
時
か
ら

５
．試
験
場

本
学
６
号
館

６
．入
学
の
時
期

本
年
９
月

爾
夢
合
わ
せ
盆

朝
患
大
学
学
手
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
◇
５
８
１
３
２
９
１

１

０

７

７

・
１

０

７

９

〈黍
産
馨
れ
た
。

こ
の
研
究
会
は
、カ

リ
キ
ュ
フ

ム
改
正
を
契
機
に
本
年
４
月
設

置
さ
れ
た
特
殊
科
層
運
営
委
員

会
と
同
時
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
冥
施
継
通

や
手
応
え
を
犠
豆
に
認
識
し
合

っ
て
閣
題
点
や
諜
題
を
明
ら
か

姫
す
る
と
共
拒
、
一
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
大
学
改
革
の

一
貫
と

し
て
教
員
の
教
育
活
動
に
か
か

わ
る
Ｆ
Ｄ
（フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・デ
イ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ィ
ト
）活
動
の
推
進

を
併
せ
て
意
理
し
た
も
の
と
言

２
０
０
０
年
度
入
試
広
報

機
賂
の
一
環
と
し
て
、志
願
者

婚
耕
姑
策
を
具
体
的
に
施
策
す

る
た
め
、岐
阜
県
、愛
知
撃
、一
一

重
暴

静
岡
ム

浜
松
以
藝

及

び
滋
賀
県
全彦
根
以
東
）の
５
果

ド
の
受
験
生
約
６
万
５
千
人
た

入
試
広
報
戦
略
に
Ｄ
Ｍ
を
活
用

えゝ
よ

つゝ
ｃ

当

日
は
学
期
末
に
近
く
、各

教
厚
と
も
ｚ
稀
穎
迂
一走を
や
り

く
り
し
て
の
日
程
で
あ
り
、当

初
の
参
加
申
し
込
み
人
数
は
２。

名
程
庭
で
あ
っ
た
が
、蓋
を
開
け

る
と
３３
名
（学
基
全
体
の
約
７

割
）の
参
加
が
あ
っ
た
。

議
題
は
、「基
礎
演
習
の
運
営

と
指
導
緯
つ
い
て
名
学
生
生
活
の

現
状
と
指
導
に
つ
い
江

雰
然育

方
法
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
一

一そ
の
他
教
育
方
法
に
調
す
る
こ

と
」で
あ
っ
た
が
、〈

マ年
度
か
ら

基
礎
演
習
（ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）が
必

修
科
層
と
し
て
新
入
生
を
対
象

に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り

こ
れ
ま
で
の
経
過
が
熟
小
に
発

い
る
多
彩
な
選
抜
方
法
及
び
入

学
移
め
奨
学
支
援
組
度
等
を
直

接
受
験
■
に
対
し
、情
報
を
提

供
す
る
目
的
で
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。

ダ
イ
レ
ク
ト
・メ
ー
ル
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
も
同
封
さ
れ

撃 撃密

ダ
イ
レ
ク
ト
・

メ
ー
ル
を
発

送
し
た
。

こ
れ

は
、

小
学
の
２
◇

Ｏ
Ｏ
空
度
入

試
の
特
亀
と

し
て
あ
げ
て

轟 芽̀r

表
さ
れ
、多

く
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
。
２
番
日
２
，学

生
生

活
の
現
状
と
指
導
に
つ
い
て
」の

畿
題
と
併
せ
、大

学
改
革
の
喜

初
か
ら
最
大
の
問
題
点
で
あ
る

「多
様
な
学
生
の
受
け
入
れ
」に

伴
う
教
育
魂
場
の
混
乱
と
悩
み
、

そ
れ
に
対
す
る
各
教
員
の
対
応

・工
夫
・提
案
等
が
熱
っ
ぽ
く
語

ら
れ
た
。

闘
題
歳
ど

し
て
、熟
聰
班
γ
い

こ
と
、授

業
中
の
私
器
、集
中
カ

の
低
い
＞」と
、失
語
症
・お
通
夜

状
態
、そ
の
他
多
数
が
上
げ
ら

れ
、そ
れ
ら
に
対
し
て
各
教
員

が
開
発
し
た
対
応
方
法
や
対
策

と
そ
の
実
絶
結
果
、並
び
艇
大

学
全
然
と
し
て
の
対
応
要
望
等

が
討
論
さ
れ
た
。

侃
々
譜
々
の
議
論
が
な
さ
れ
、

２
番
目
の
議
題
討
論
中
に
夕
刻

と
な
り
、そ
の
後
立
蛋
れ
て
い
る

委
員
会
や
大
学
院
の
授
業
の
た

め
、ま
だ
ま
だ
討
論
の
纂
の
冷
め

や
ら
ぬ
ま
ま
、近
で
取
空
駄
辮
控
秘

を
申
し
合
わ
せ
て
閉
会
さ
れ
た
。

］旦
要
に
証
し
た
よ
う
に
こ
の
研

究
会
は
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た

も
の
で
あ
り
、継
続
的
・集
中
的

な
討
議
と
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

て
お
り
、返

信
者
全
員
に
本
学

の
募
察
要
瞑

グ
ッ
ズ
を
贈
る
と

共
に
、入
試
の
Ｑ
＆
Ａ
も
送
付

す
る
な
ど
、き
め
綿
か
な
入
試

広
報
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。
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今
年
も
各
学
部
に
お
い
て
短

期
海
外
研
修
が
、夏
李
体
業
期

間
中
を
利
用
し
て
本
学
の
姉
妹

校
で
あ
る
明
海
大
学
と
合
同
で

実
施
さ
れ
る
Ｌ

こ
の
短
期
海
外
研
修
は
、歯

学
部
慧
平
成
５
年
度
か
ら
、法

学
部
及
び
緑

写
写
部
は
平
成
８

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

参
加
し
た
学
生
産
に
は
、黄
鷲

な
経
験
と
大
き
な
感
動
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、研
修
に
参
加

し
た
こ
Ｌ
は
よ
り
将
来
の
選
標

を
決
め
る
雄
好
の
機
会
に
も
な

っ
て
い
る
。

・
…
歯
学
部

―
ヽ

歯
学
郡
の
研
修
ムく
は
、海
外
体

弟
け
る
歯
学
教
育
の
祝
察
を
通

じ
て
層
除
鋤
視
野
を
広
げ
る
こ

と
を
営
約
と
し
て
お
り
、本
年

度
か
ら
研
修
先
に
ア
ラ
バ
マ
大

学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
が
新
た
に

加
わ
り
、
３
ヵ
囲
５
大
学
に
各

５
名
、合

講
あ
名
が
そ
れ
ぞ
れじCLA騒修修了後tこ スタッフと言]念と最影

派  遣  枝 期 蘭 参加人数

北京医キ1大学
国謄医学院

8罵 1自 (自)-8角 8日 (日 )

(7月 31日  成筆B商泊)

5名

カリフォルエア大学
題サンゼルス校 (υ CLA〉

8潟 豪2園勾～ 3月 23露∃l月
)

(8月 11圏  茂銀舗泊)

5名

テキサス大学
サンアントニオ妓

8鳥 9日 1月 )～ 3月 19Eヨ熾

(3帰 8固 成議前泊)
5名

メキシヨ州立自治大学
8魔 9囲 (月)～ 8痛 19日 C:、 l

(3月 8日 成轟前泊)

5名

アラバマ大学
バーミングハム殺

7月 34日倒～ 8月 9露 (月 )

(フ 月30日  成躍前油)

6名

顕舜修先 (歯学部)

職修先 (法学部 `経営学部 )

約
Ю
困
麗
の
層
程
で
研
修
に
出

か
け
る
。

研
修
先
の
大
学
で
は
講
義
参

加
、臨

床
実
冒
の
見
学
、交
歓
会

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、昨

年
な
北
京
盗
科
大
学
露
雄
医
学

院
で
は
万
塁
の
長
城
や
天
安
閣

広
場
を
訪
れ
た
り
、テ
キ
サ
ス

大
学
千
ラ
ア
ン^
ト
エ
オ
技
で
は
ホ

ス
ト
の
学
生
か
ら
熟
い
歓
週
を

受
け
た
。臓
じ
歯
科
医
師
を
憲

す
学
生
同
と
、そ
頭棄
や
教
育
綱

茂
の
違
い
を
超
え
て
お
互
い
の
層

標
を
確
認
し
合
い
、帰
溺
後
も

交
流
を
続
け
る
学
生
が
少
な
く

な
い
，いう
だ
っ

―
法
学
部
・経
営
学
部
―

法
学
郡
及
び
経
営
学
部
の
霧

惨
で
は
、国
際
感
覚
の
涵
養
及

び
五
中蟹
宏
涌
事
τ
響
０
こ
と
密

躍
的
と
し
て
お
り
、カ
リ
フ
オ
を
一

ア
大
学
曽
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（ｔ
ヽ
テ
Ｃ

Ｌ
Ａ
）控
合
計
る
名
が
約
３
週

間
の
臓
程
で
研
修
に
出
か
け
る
。

今
腟
は
、新
設
さ
れ
た
許
学

研
修
コ
１
４
プ
・フ
ク
テ
イ
カ
ル
・

イ
ン
グ
リ
シ
■
プ
ロ
グ
ラ

！
プ、
一に

参
加
す
る
な
か
、デ
イ
ズ
エ
ー
ラ

ン
ド
や
と
パ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

Ｌ
Ａ
常
為
錫
光
も
予
今告
む
れ
で

い
る
。本
年
度
の
研
修
で
は
、半

成
蛉
年
度
に
お
け
る
一英
語
基

礎
あ
成
績
優
秀
者
各
学
科
１

名
ず
つ
に
優
先
参
加
権
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、研
修
為
容

が
よ
り
実
践
的
で
教
育
効
果
が

派  遣  校 難 聞 参加人数

カリフォルニア大学
ロサンゼルス校 (UCLA)

8月 29日 (日 )～ 9潟 19最 l日 ) 15名

高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、予）

の
研
修
の
修
了
者
に
対
レ
＜ズ

語
２
著
帝
が
謡
一貨
生れ
る
ｃ

イ
ン
タ
，
ネ
ッ
ト
が
普
及
Ｌ

世
界
の
距
離
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま

ろ
う
と
も
、実
際
に
脱
で
異
文

化
に
触
れ
る
体
験
は
、
左
世
紀

を
担
う
彼
ら
に
Ｌ
っ
て
貴
重
な

が
、
こ
れ
と
は
別
に
来
年
度
か

経
験
と
な
る
で
あ
る
う
ｃ
　
　
　
ら
層
探
交
流
支
援
制
度
と
し
て

本
学
で
は
現
在
、交

流
協
定

学
生
の
海
外
暫
学
、海
外
研
修

締
結
校
６
カ
国
８
大
学
を
含
め
　
に
対
し
奨
学
金
を
支
給
す
る
制

７
ヵ
国
乾
★
韓
孝
生
婆
學
し
て
い
る
。
度
が
導
入
さ
れ
、よ

り
積
極
約

今
囲
の
研
修
費
用
は
、全
て

た
国
籐
交
流
を
進
め
て
い
く
こ

大
学
負
擬
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
　
と
と
し
て
い
る
。

一ラ
グ
ホ
耳
る
フ
ン
は
陸
上
貌

技
の
短
距
離
選
手
の
疾
走
を

見
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

閲
中右
の
傍
線
都
①
②
③

を
正
し
い
英
語
に
産
せ
っ

こ
れ
ら
は
野
球
界
拒
お
け

る
代
表
始
な
和
製
英
語
の
例

で
あ
る
。最
近
の
を
い
入
達
の

歌
う
唄
を
聞
い
て
い
る
と
必

ず
何
鍵
か
に
英
語
の
フ
レ
ー

ズ
が
登
場
し
、熟

塩
も
殆
ど

が
英
語
に
な
っ
て
い
る
。
歌
手

も
グ
ル
ー
プ
が
多
く
ス
ピ
ー

ド
、マ
ッ
ク
ス
、キ

爾
Ｅ
な
ど
カ

タ
カ
ナ
が
多
く
、あ
じ
さ
ん

族
に
属
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

ど
こ
の
国
の
麹
か
分
か
ら
な

い
。英
語
は
世
界
の
共
通
語
に

な
ヲ
ヽ
い
る
か
ら
若
い
人
達
は

違
和
｛抹

奪

美
蔀
誓

取
り
入

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
＞つ
。た
だ

爽
念
す
↓
な
こ
と
に
、若
い
人

達
の
多
く
は
、奥
語
を
理
解

る
ト
イ
レ
付
き
の
バ
ス
は
こ

の
ま
ま
発
警
す
れ
ば
も
Ｕ
Ｓ

に
卸
＞」
え
る
だ
ろ
う
。英
語

の
ｔ
ｈ
や

徒
な
ど
日
本
語
で

書
き
表
す
こ
Ｌ
が
出
来
な
い

Ｒ
と
Ｌ
の
拡
別
も
出
来
な
い
（）

リ
ー
ド
は
〔
”
α
か
√
心
α
か

分
か
ら
な
い
。プ
ロ
フ
イ
ー
ル

も
こ
の
ま
ま
読
ん
だ
ら
分
か

る
ま
い
。

多
摩
大
学
長
の
グ
レ
ゴ
リ

ユ
ク
ラ
ー
ク
氏
の
講
演
を
聞

い
た
。奥
器
の
授
業
は
最
初
触

テ
キ
ス
ト
な
し
で
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
テ
ー
プ
を

徹
底
的
に
聞
か
せ
る
の
だ
そ

う
だ
。耳
か
ら
始
め
る
。赤
ち

ゃ
ん
は
自
分
の
耳
に
入
っ
た
言

葉
を
そ
の
ま
ま
覚
え
る
。そ

の
法
則
矩
沿
っ
た
も
の
全
島
校

ま
で
に
習
っ
た
受
験
英
語
を

と
に
か
く
捨
て
さ
せ
る
の
だ

そ
う
で
あ
る
ｃ成
程
で
あ
る
。

えヽ
、問
題
の
答
え
で
す
か
っ

Ｏ
ｏ
「瞼
∬

瞼
筈
心

の
ゴ
声

σ
＜
　
零
富
⇔
ｇ
　
（）
沖β
∽”毎
０と

おす
ｏ‐芍
伊【芹
♂
Ｃヨｐｏ
いＣ
ａ

し
て
歌
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

リ
ズ
ム
用
に
英
語
の
フ
レ
ー
ズ

を
角
い
て
い
る
、い
わ
ば
民
謡
の

あ
い
の
手
約
に
使
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
ｃ

扁
本
人
は
元
々
外
国
語
を
カ

タ
カ
ナ
に
し
て
日
常
用
識
に
取

り
入
れ
る
の
が
う
ま
い
。
矧
本

語
任
直
せ
な
い
も
の
も
沢
曲
あ

る
。
野
球
の
パ
ッ
ト
や
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
ｃ

た
だ
力
タ
カ
ナ
で
覚
え
る
と
困

る
の
な
そ
れ
を
爾
た
し
て
も
外

回
人
に
全
く
通
用
し
な
い
場
合

が
多
い
と
ｒ
つ
こ
と
で
あ
る
。バ

も
肇
岬
翔
窮
癖
翔
御
魏
飛
瞭

ポ
ー
ル
を
み
ぐ
つ
て
０
融
聞

も
あ
っ
た
し
、Ａ
選
手
リ
フ
ン
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一務
翡
フ

‐
イ
ア
メ
ア
イ
″

エ
フ
エ
ム
東
京
が
編
集
・発
行

し
たと
デ
〔者
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分

析
共
訓
脊
設
計
・監
修
１
本
学

鈴
本
樺
道
副
学
長
）の
調
査
結

果
か
ら
、現

在
の
若
者
を
理
解

す
る
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
浮
か
ん
で
き
た
こ
Ｌ
が
分
か

っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、携ム
の
５
つ
無

ま
と
め
ら
れ
る
。

１
．生
す石
満
足
度
金
掛
ご

２
．同
質
峰

３
．情
報
の
豊
宮
さ

４
．「我
都
雌
の
な
さ

う
。男
女
差
の
縮
小

キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
１

若
者
に
と
っ
て
、大
切
な
の
は

「い
ま
一で
あ
り
、そ
の
「い
ま
」に

そ
テ
】そ
テ
）競
足
し
て
い
れ
ば
そ

れ
以
上
の
生
活
を
期
親
と
み
て
、

努
力
や
ら
我
慢
狩
す
る
こ
と
は

無
飲
み
労
力
の
浪
費
と
も
で
ズ
ャ

る
。
「作
家
拒
な
る
と
ｒ
つ
思
い

込
み
も
あ
っ
た
が
、今
の
生
活
を

一傘
え
た
く
な
い
と
で
つ
願
望
も

強
證

（社
会
入
女
性
）の
よ
う
に

彼
ら
に
と
↓
一ぐ
ハ
）ヽシゴ
な
一ュ
て

掛
け
で
あ
る
の
で
は
な
く
、横

姪
寝
か
せ
て
あ
り
昇
る
も
の
で

な
な
く
、ま
た
ぐ
も
の
の
よ
う

で
ユめ
る
。

し
か
し

彼
ら
に
Ю

年
後
の
幸

せ
の
予
想

を
点
教
で

答
え
て
も

いヽ

つヽ

＞
⊆
、

な
観
的
な

奪

た
が
大

勢
を
し
め

る
。
こ仕

事

も
そ
券
＞
ヽ

こ
大
変
だ

ろ

う

し
一

各年代11,『ε. I麓 骸しもヽものど驚 ,位

キ
ー
リ一一！一一一一一一一一一一一一一一中

分

李戸丁

(を

' 「子
育
て
な
ど

漁
分
の
為
に
彼

え
る
お
金
も
埓
湖
も
少
な
く
な

る
だ
ろ

２ゝ

だ

か
ら
今
＠
つ
ち

に
楽
し
ん
で
お
か
な
け
れ
祓
」
６

不
況
と
い
ブ
笠
も
生
活
が
成

り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。現

在
の
生
活
満
足
度
は
、そ
れ
な

り
に
満
た
さ
れ
て
は
い
る
が
、将

来
に
対
す
る
不
透
明
感
が
彼
ら

の
中
で
芽
生
え
始
め
て
い
る
。名

の
通
っ
た
大
企
業
が
次
々
と
倒
左

す
る
よ
う
な
現
在
で
あ
る
か
ら

将
来
を
で
た
め
推
予
測
す
つ
」

と
な
自
然
祭
流
れ
か
も
し
れ
な

セ ｀

「今
警
労
し
て
後
で
楽
を
す

る
ま
り
、葉

・ｔプで
】と
な
今
や
ろ

２ヽ
と
で
つ
若
者
の
選
択
な
、埼

代
を
考
慮
す
れ
ば
今
理
的
な
選

択
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

◇

　

◇

　

◇

キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
２

期

目
一
一
匹
オ
オ
カ
ヽ

」‥
工
で
な
な
く

一類
と
友
の
中
に
は
主
っ
て
群
れ

る
」
一
学と
は
、外
級
か
ら
身
を
守

り
安
全
を
雑
保
し
な
が
ら
、話

し
合
い
を
通
」
クて
行
動
を
決
定

し
て
い
く
た
め
の
当
然
の
行
動

で
あ
る
。現
在
ゆ
右
藍
の
同
賓
化

現
象
な
こ
う
し
た
『民
主
主
義

益

な
威
育
環
着
分
産
物
な
の
か

も
Ｌ
れ
な
い
。

一み
ん
な
も
そ
う
お
企
中こ
れ

が
普
通
」
あ
の
ド
ラ
マ
の
◇
⇔

は
ち
ょ
っ
と
不
自
然
だ
と
思
わ

な
證
即
え
っ
、私
も
そ
う
臨
寄
た
』
。

扇
質
集
題
に
お
い
て
は
、テ
学の
よ

う
に
自
分
の
考
え
方
、生
き
方

を
青
定
約
侵
攣
え
る
こ
と
が
容

易
に
な
る
。

か
け
を
作
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

の
だ
。

彼
ら
に
と
っ
て
は
、神
闘
の
中

で
の
自
分
の
位
置
を
常
に
見
定

め
る
こ
と
が
、自
分
を
守
る
た

ま
た
、用
質
性
の
高
さ
な
小

さ
な
差
を
拡
大
し
て
見
せ
る
傾

蔵
が
あ
る
。い
じ
め
に
お
い
て
も

外
部
か
ら
で
感
わ
か
ら
な
い
軽

の
些
組
な
要
素
が
い
じ
め
の
き
っ

め
に
必
要
な
手
段
な
の
で
あ
る
。

当
然
、フ
ア
ッ
プヽ
ョ
ン
や
好
み
も

劇
質
化
す
る
傾
向
が
強
く
、虜

質
集
国
の
中
で
は
、流
行
が
伝

播
し
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
も
極
め

綴友と思える条件における、『価値害斧が合うど=岡質性の善」a

憑
い
。⇔

　
⇔
　
◇

キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
３

園

圏

目

現
在
の
よ
う
な
中情
報

過
多
」の
状
況
は
若
者
の
決

断
体
も
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。た
と
え
が
進
路
を

決
定
す
る
前
に
、実

現
の

確
率
や
可
能
性
を
見
極
め
、

そ
の
適
に
進
ん
だ
後
の
振

得
を
ねｔｒｉ勢
て
い
る
範
囲
の
捕

報
の
中
で
計
算
す
る
こ
と

が
導
た
り
議
に
な
る
。そ

の
結
果
、
「夢
や
性
れ
に
向

か
っ
て
が
む
し
ゃ
ら
に
…
一と
い

つヽ
ス
タ
イ
ル
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い

つヽ
＞」と
に
な
る
だ
ろ
う
ｃ

た
だ
、実
際
に
は
情
報
だ
け

で
現
実
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。真
実

は
、自
ら
の
室
係
験
を
通
じ
て
は

じ
め
て
そ
の
本
質
が
理
解
で
き

る
も
の
な
の
だ
。に
も
開
わ
ら

ず
、マ

ス
メ
デ
／
，ア
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
情
熱
ば
か
り
を
鵜
今
み

に
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
組
立
て
、判

断
し
、行

動
す
る
額
由
な
強
く

な
る
ば
か
り
で
あ
る
．

知
ら
な
け
れ
ば
憧
れ
や
夢
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、影
響
力
の
強
い
メ
デ
ィ
ア

か
ら
赤
裸
々
で
リ
ア
ル
な
情
報

を
た
び
た
び
見
せ
つ
け
ら
れ
れ

ば
、ほ

の
か
に
抱
い
て
い
た
夢
や

思
い
な
委
え
て
し
ま
っ
て
当
然

一孝婢毎非非一一”””一中坤

か
も
し
れ
な
い
．）サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
は
な
り
た
く
な
い
、と
言
っ
て

い
る
若
者
の
多
く
は
、必
ず
し
も

能
動
的
に
情
線
を
収
集
し
て
、

自
分
な
り
の
分
析
を
し
た
結
果

で
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。

柱塀
深
寛
暑
寮
」と
は
、精
度
の

低
い
情
報
も
取
り
込
ん
で
し
ま

う
危
険
が
あ
る
。事
前
の
情
報

収
集
は
大
切
な
チ」ヽ
こ
で
あ
る
が
、

情
報
の
正
確
さ
を
検
証
す
る
こ

と
み
く
鵜
呑
み
に
す
る
傾
向
と
、

薄
分
な
り
の
判
断
が
で
き
な
い

若
者
の
態
度
は
、い
さ
さ
か
気
に

な
る
問
題
で
は
教
い
だ
ろ
う
か
。

（キ
ー
ワ
ー
ド
そ
の
４
Ｌ
５
は
次

号
で
紹
介
）

々 呼
~                    ~… ……

‐ …… イ
… 》

▼々輌F~~~~~部 旧F‐‐お
4ぽ~~~'Tr~~‐い‐――一―… 一 一―…フ,
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学内|から

セ|ク!ハラ
の追敬を

先

還
、

無
人
（女
性
）か

ら
同

じ
職
場
一に
勤
務
す
る
男
性
か
ら

Ｅ
メ
ー
ル
で
教
拗
蕉
デ
ー
ト
の

誘
い
を
受
け
困
っ
て
い
る
と
で
つ

相
談
を
受
け
た
。為
容
も
か
な

り
き
わ
ど
い
文
句
を
並
べ
て
い

る
ら
し
い
。と
り
あ
え
ず
信
頼

で
き
る
ェ
司
に
相
談
す
る
よ
う

一ち
で
お
い
た
。

最
近
こ
の
よ
う
な
事
例
が
増

え
て
来
て
い
る
ら
し
い
。つ
い
先

鶏
も
大
碁十院
生
に
対
す
る
な
税

の
ス
ト
ー
カ
ー
ま
が
い
の
セ
ク
・

な
フ
行
為
に
対
し
、七
五
⇔
万
瑠

の
鶏
償
を
命
ず
る
判
決
が
出
た
泰

本
学
で
も
就
学
規
踊
の
改
正
を

祥竹
つ
た
共
に
、い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
務
止
親
荘

を
設
け
た
ｃキ
・ク
ブ、
ラ
行
為
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、職

員
や

学
生
が
そ
の
就
業
・就
挙
環
境

を
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
・つ

に
す
る
こ
と
が
セ
ク
ブ、
ラ
防
止

競
程
制
定
の
趣
旨
で
あ
る
。就

業
規
則
は
、職
員
の
服
務
規
律

と
し
て
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
禁
じ

て
い
る
。

で
は
、
ど
の
よ

島
／な
行
為
が
セ
ク

シ
ャ
ル
ネ
ラ
ス
メ

ン
ト
拒
な
る
の
か
ハ

入
事
焼
の
手
凄
に

よ
る
代
表
釣
な
例

を
挙
げ
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

①
職
場
ぬ
で
発
生

し
や
す
塗
言
動

暮
の
異
勤

吉
う

こ
と
間
か
な
い
と

最近、他の大学における性鶴不祥

事が紙題を賑′l⊃ している。こなlらの

事ゆと|よ しヽわゆるセク・八ラの領域を

越えた汗と事事件億発展しそうである

が、本学 iま このことを他とJの石と lット

学内ん`らセクシャル・八ラスメント

を完全に違放することとしたいθ

こ
の
例
と
し
て
、女

性
の
ス
リ

ー
サ
イ
ズ
を
露
い
た
り
、聞

く

に
耐
え
姦
い
卑
猥
な
冗
談
を
言

う
。
え
、性
的
な
経
験
や
性
生
活

な
ど
に
関
し
て
の
質
問
も
こ
れ

に
該
茎
す
る
。性
差
射
意
識
に

基
づ
く
も
の
も
あ
る
。例
え
ば

男
の
く
せ
に
根
蜜
密
佛
、女

に

は
大
手
な
後
学
を
任
せ
ら
れ
な

い
と
で
つ
よ
う
な
発
言
が
そ
れ

で
あ
る
ｃ女
性
で
あ
る
と
で
つ

だ
け
で
お
茶
く
み
を
さ
せ
た
り

と
で
つ
の
も
こ
れ
に
婆
た
る
。

○
職
場
を
で
発
生
す
る
も
の

こ
れ
に
は
、性
的
な
関
係
を

強
要
し
た
り
、お
醗
や
チ
ー
ク

ダ
ン
ス
等
を
強
要
し
た
り
す
る

こ
と
が
そ
の
典
型
約
な
事
例
と

さ
れ
て
い
る
。

泣
き
寝
入
り
は
ダ
メ
ｒ

と
、要
す
る
に
、職
務
上
の
地

笠
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
相
手

方
の
嫌
が
る
こ
と
を
強
要
し
た

り
、又
、そ
の
指
示
に
従
わ
な
い

者
に
鞍
務
上
の
不
利
益
を
与
え

た
り
す
る
こ
Ｌ
を
し
て
な
な
ら

な
い
と
で
つ
＞
サ
で
あ
る
。そ

う

で
阜
言
雷
密
必
た
者
は
慾
戒
の
対

象
Ｌ
な
る
。被
害
を
受
け
た
者

も
決
し
て
泣
き
寝
入
り
を
し
な

で

こと
。も
し
、被
害
を
受
け
た

場
合
、受
け
つ
つ
あ
る
場
合
、職

員
は
総
務
課
、学
生
は
学
生
課

が
森
談
の
窓
目
と
な
る
。も
ち

ろ
ん
秘
符
は
権
対
厳
守
す
る
。

マ
ウ
ス
に
は
通
常
二
つ
の
ボ
タ

ン
が
有
り
ま
す
。々

ボ
タ
ン
は

良
く
使
わ
れ
る
で
し
事
つ
が
、

右
の
ボ
タ
ン
は
ど
う
で
す
か
？

結
構
便
利
で
す
か
ら
使
い
こ
な

し
ま
し
事
つ
。

③
フ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｄ
（銘
）の
画
面
の
い
ろ
ん
な
場

所
で
右
ク
リ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
事
つ
。ま
ず
一文
書
ウ
イ
ン
ド

ウ
」
０
ま
り
″用
紙
あ

上
Ｆ

右

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。義
れ

た
ボ
ッ
ク
ス
（ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン

必
コ
ー
と
い
い
ま
す
）権
９
ヶ
の

ど
こ
―
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
そ

の
中
の
（切
取
り
）
？
ピ
Ｉ
Ｘ
貼

り
付
け
）生
標
準
フ
ー
ル
バ
と

の
準
に
も
あ
る
メ
一互
―
、そ
の

次
の
ワ
オ
ン
ト
ズ
哉
落
ズ
箇
条

書
と
段
落
番
こ

は
誓

さ

ど

一

ュ
ー
の
拳
の
も
の
、ま
た
（罫
線
を

引
く
Ｘ
縦
書
と
横
書
Ｘ
記
号

と
特
殊
文
字
）
は
そ
れ
ぞ
れ

雰
避

薯
さ

露
も
ニ
ュ

ー
の
中
に
あ
る
の
と
測
じ
も
の

で
す
。

文
書
作
成
中
燎
マ
ウ
ス
を
函

面
の
下
の
方
か
ら
メ
一互
―
バ
ー

や
フ
ー
ル
バ
ー
ヘ
は
る

ば
る
と
動
か
さ
な
く

て
も
そ
の
場
で
右
ク

リ
ッ
ク
す
れ
ば
済
み

ま
す

か
ら
も
の
す

ご
い
省
エ
ネ
・省
力
に

な
り
ま
す
。つ
ま
り

使
用
頻
度
２
局
い
メ

一コ
ー
を
集
め
て
右
ク

リ
ソ
ク
で
蕗
き
農
せ

る
よ
う
に
し
て
あ
る

の
で
す
。

◎
ア

一こ
―
バ
と
や
プ

ー
ル
バ

とヽ
で
右
グ
リ
ッ
ク
を
す
る
と
ド

ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
メ
一〓
―
が
現
れ

ま
す
が
、こ
れ
な
ど
こ
―
の
「表

一企
↓
ア
ー
ル
バ
ー
一と
逃
っ
た

と
き
に
出
て
く
る
も
の
と
同
じ

で
す
。
一
一度
手
間
を
掛
け
ず
に

ワ
ン
ク
リ
ツ
ク
で
表
示
で
き
ま

す
。フ
ー
ル
バ
ー
の
不
要
な
も
の

は
不
表
示
に
し
て
お
い
て
ウ
イ

ン
ド
ウ
を
広
ぐ
使
い
ま
し
さ
つ
。

必
要
に
な
れ
ば
右
ク
リ
ッ
ク
で

簡
単
に
呼
び
基
せ
る
の
で
す
か

ら
ｃ

◎
右
ク
リ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
オ
マ
ケ
を

一
つ
。ル
ー
ラ
ー

袋
ト
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
表
示
の
と

き
に
暴
え
る
物
差
し
。斧
妨
―
ラ

‥
で
も
構
ル
三
ラ
ー
で
も
Ｏ
Ｋ
）

の
上
で
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、フ
ア
イ
と
↓
震
１
ジ
設

座
擁
笹
学同
様
、「ベ
ー
ジ
藍
疋

ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク
乙
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

六
ソ
コ
ン
恐
樽
答
を
捨
て
て
右

ク
リ
ッ
ク
を
ド
ン
ド
ン
使
い
ま
し

ょ
う
。マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
動
か
し
て
ど
の
よ
う

な
メ
一こ
１
が
現
れ
る
か
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。パ
ソ
ヨ
ン
操
作

が
楽
し
く
な
り
ま
す
よ
。

鞄食
堂
，暁
茶
の
夏
季
体
業
及
び

営
業
持
間
の
短
籍
な
次
の
と
お
り

ｏ
６
号
館
食
堂

▽
体
業
憲
　
移
豹
～
兆

▽
営
業
時
間

％
～
％
及

び
務
～
た

１０
時
か
ら
１５
時

ま
で
（土
曜
は
１４
時
）

ｏ
カ
フ
罫
タ
リ
ア

▽
′・ｉ^幹
薬
重
　
％

～
基

▽
営
業
時
薗

％
～
‰
及

び
‰
～
％

■
時
か
ら
望
埓

ま
で
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９
月
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業

時
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短
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